


















 

 近年,わが国における各種嗜好品,食品添加物の普及はめざましく,妊娠中の

母体の摂取量も著しく増加していることが予想される。これらが妊娠母体,胎児

に及ぼす影響は十分に検討されなければならないが,わが国ではほとんど行な

われていない。 

 このたび,各医療機関の協力を得て,タバコ,アルコール,コーヒー,いわゆる

嗜好品の妊婦,胎児に与える影響について,全国的に調査,研究する機会が与え

られたので,現在まて集計できた成績を中間報告する。 


